
　　　　62期生　卒業時アンケート　　令和８年３月4日実施

1．本校での２年間の学校生活について

非常に当てはま

る
やや当てはまる

どちらとも言え

ない

やや当てはまら

ない

全く当てはまらな

い

本校に入学してよかった。 15 1 0 0 0

本校での２年間は充実していた 14 2 0 0 0

本校で学んだことを誇りに思う 16 0 0 0 0

2．教育内容や教育環境に対する満足度

非常に満足して

いる

十分に満足して

いる

どちらともいえ

ない

あまり満足して

いない

全く満足してい

ない

授業の質と量 9 5 2 0 0

臨地実習の質と量 11 3 2 0 0

専門職としての動機づけ 10 5 1 0 0

教員と話をする機会 11 4 1 0 0

学生同士の一体感 8 5 3 0 0

学校生活に関わる相談体制 9 7 0 0 0

事務局の対応 12 4 0 0 0

２．教育施設に対する満足度

非常に満足して

いる

十分に満足してい

る

どちらともいえ

ない

あまり満足して

いない

全く満足してい

ない

演習のための設備 9 5 2 0 0

書籍の充実 7 8 1 0 0

教材・資材・活動設備 9 5 2 0 0

その他、学校生活で必要だと思う設備

冷蔵庫。

実習中にレンジやお湯がほしい。

実習時、プリンタが足りない。
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事務局の対応

教育内容や教育内容に対する満足度

非常に満足している

十分に満足している

どちらともいえない

あまり満足していない

全く満足していない
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演習のための設備

書籍の充実

教材・資材・活動設備

教育施設に対する満足度
非常に満足している

十分に満足している

どちらともいえない

あまり満足していない

全く満足していない



３．学校生活を通して身に付いたと感じる能力

とても多い 多い
どちらともいえ

ない
少ない とても少ない

専門分野の知識 5 9 2 0 0

看護技術 8 5 1 2 0

対象に対する関心と配慮 10 5 1 0 0

人間関係を構築する力 12 2 2 0 0

問題解決の力 8 5 2 1 0

専門職としての倫理観 11 4 1 0 0

時代のニーズを考える力 10 4 2 0 0

４．学校生活について

臨地実習 学校行事 校内実習 ボランティア

10 2 3 1

人体のしくみと働き
基礎看護

技術
老年看護 実習

3 1 1 1

母性看護 小児看護 精神看護 成人看護

1 2 3 5

人体のしくみと働き 実習 成人看護 基礎看護技術 嚥下の演習

4 1 2 1 2

母子看護 座学 全部

4 1 2

５．進路について

病院 診療所 高齢者施設 その他

13 3 3 1

県内 県外

1 0

入学前、入学してから

考えていた進路
（複数選択可）

就職

進学

在学中に力を入れたこと

一番興味をもった授業

主体的に学んだと思う科目

（授業や実習）
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病院 診療所 高齢者施設 その他

4 2 2 1 5

県内 県外

2 0

非常に満足して

いる

十分満足してい

る
どちらでもない

やや満足してい

ない

全く満足してい

ない

7 5 3 1 0

意見 准看護師での、未経験の求人の難しさを知りました。

実際の進路

就職
未定

進学

進路についての満足度

就職 病院

65%
就職 診療所

15%

就職 その他

5%

就職

病院

29%

就職 診療所

14%

就職 高齢者施設

14%

就職 その他

7%

未定

36%

実際の進路 入学前、入学してから考えていた進路

非常に満足している

44%
十分満足している

31%

進路についての満足度



62期生 卒業時アンケート詳細 

実施日： 令和 8年 3月 4日 対象： 62期 卒業生 16名  

 

1. 学校満足度の概況 

本校に対する教育満足度は極めて高く、教育成果が着実に現れている。 

• 入学満足度: 93.8%（15名）が「非常に入学してよかった」と回答している 。 
• 充実度: 87.5%（14名）が「非常に充実していた」と感じており、否定的な回答はなかった 。 
• 母校への誇り: 100%（16名）の学生が、本校で学んだことを誇りに思っている 。 

2. 教育内容・環境の評価（5段階評価の傾向） 

多くの項目で「満足」以上の回答が多数を占めている 。 

• 高く評価されている点: 
o 事務局の対応: 「非常に満足」が 12名と最も多く、学生サポートが手厚いことがわかる 。 
o 臨地実習と教員との交流: どちらも 11名が「非常に満足」と回答しており、実習の質や指導体制への信頼が厚
い 。 

o 相談体制: 「非常に満足」9名、「十分に満足」7名と、不満を感じている学生が一人もいなかった 。 
• 改善の余地がある点: 

o 学生同士の一体感: 「どちらともいえない」が 3名おり、他の項目に比べるとややばらつきがみられた 。 
o 施設への要望: 自由回答では「冷蔵庫の設置」「実習中のレンジやお湯」「プリンタの増設」など、より具体的
な生活・学習環境の利便性向上を求める声があった 。 

3. 身に付いた能力と学習意欲 

看護職としての自覚や専門能力がしっかりと育まれている様子が見て取れた。 

• 特に身に付いた能力: 「対象に対する関心と配慮」や「専門職としての倫理観」が 10名と高く、人間性や倫理面の教育
が成果を上げている 。 

• 関心の高い分野: 一番興味を持った授業として「実習（5名）」や「老年看護（3名）」が挙げられており、実践的な科
目に意欲的に取り組んでいる 。 

• 主体的な学習: 「人体のしくみと働き」や「成人看護」などが、自ら主体的に学んだ科目として多く選ばれている 。 

• 倫理観と配慮: 「専門職としての倫理観」および「対象に対する関心と配慮」について、62.5%（10名）が「とても身に
付いた」と実感している 。 

• 知識・技術: 専門知識（8名）や看護技術（9名）も、過半数が「とても身に付いた」と回答している 。 

 

4. 進路状況と満足度 

• 進路の傾向: 入学前は病院希望が 65%だったが、実際の進路では「未定」が 36%、「病院」が 29%となっており、進路選
択に多様化や慎重さが見られた。 

• 進路満足度: 約 75%（非常に満足 44%、十分満足 31%）が現状の進路に納得しているが 、「准看護師としての未経験求
人の難しさを知った」という意見もあり、就職活動における厳しさを実感した学生もいるようだ。 

 

学生支援の改善点 

アンケートの自由回答および、評価のばらつきがある項目から導き出された改善の方向性について。 

① 学習・生活環境の利便性向上 

自由回答から、実習期間中や校内生活における具体的な要望が挙がっている。 

• 生活家電の充実: 冷蔵庫の設置、電子レンジやお湯（ポット）の利用環境を整えることで、学校生活環境の改善が必要と
されているが、現在の電気設備やスペースの問題もあり検討が必要 。 

• ICT・印刷環境: 実習時に「プリンタが足りない」との指摘があるが、次学年から実習場でのプリントアウトが不要とな
った。 

•  



② 進路支援の早期化とミスマッチ防止 

入学前後の希望と実際の進路結果に乖離が見られる 。 

• 現状の課題: 進路満足度は高いものの、一部で「准看護師での未経験求人の難しさ」を痛感したという声がきかれた 。 
• 対策: 准看護師免許取得後のキャリアパスについて、早い段階から具体的な求人状況やキャリア形成の厳しさを含めたガ

イダンスを実施し、理想と現実のギャップを埋める支援が求められる。 

③ 学生同士のコミュニティ形成 

「学生同士の一体感」については、他の項目と比較して「どちらともいえない」という回答が 3名（約 19%）とやや多くなってい
る。 

• 対策: 講義や実習以外でのグループワーク、あるいは異学年交流、学校行事の充実を通じて、横のつながりを強化する工
夫が考えられる。 

 


